
給食業務委託事業者の選定に係るプロポーザル実施要領 

 

１．目的 

社会福祉法人の業務契約においては、公益性、透明性の実現が非常に重要である。通常、 

業務委託契約については、経理規程に基づき指名競争入札若しくは一般競争入札が基本

となるが、食事は人の生活の中でも大きなウエイトを占める楽しみの一つであり、特に施

設における食事内容は各施設のサービスの質の根幹にも関わってくるものと考える。従 

って、価格のみを比較する一般競争入札等は給食業務委託業者を選定するには適さない

と判断し、利用者に対する食事提供の考え方、味の工夫、価格、管理体制等を総合的に比

較検討し、業者を選定するため、プロポーザル方式を採用する。  

 

２．委託事業の概要 

（１）名 称：岩内あけぼの学園給食業務 

（２）委託事業の内容：「岩内あけぼの学園における給食委託業務仕様書」のとおり 

（３）委託期間：令和３年４月１日～令和４年３月３１日（但し、更新できるものとする） 

 

３．参加資格要件 

プロポーザルに参加できるものは、プロボーザル実施公表の時点において、次に掲げる 

すべての要件を満たしている者。 

（１）北海道内に本社または営業所があること。 

（２）食品衛生法による許可（飲食店営業に係る許可に限る）を受けていること。 

（３）現に福祉施設の給食業務に関わっており、福祉施設での給食調理受託実績が３年以

上あること。 

（４）災害危機の際であっても、委託業務を遂行できる保証があること。 

（５）平成２９年４月１日以降、北海道内で食中毒等衛生事故による営業上の行政処分を 

受けたことがないこと。 

（６）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当していないこと。 

（７）会社更生法に基づき更生手続き開始の申立てがなされていないこと、又は民事再生

法に基づき再生手続き開始の申立てがなされていないこと。 

 

４．プロポーザルの参加申し込みについて 

本プロポーザルに参加しようとするものは、下記の内容のとおり参加申し込みの手続

きを行うこと。 

（１）申し込み受付期間 

令和２年９月２８日（月）から令和２年１０月９日（金）午後４時まで必着 

（２）受付時間 

午前１０時から午後４時 

（３）提出書類 

ア 参加表明書（様式１号） 

イ 受託先一覧（様式２号） 

ウ 欠格事項確認書（様式３号） 



エ 暴力団排除に係る誓約書（様式４号） 

オ 会社概要及び担当者名 

・会社案内、名刺等 

 ・登記事項証明書（商業登記） 

 ・直近の国税及び地方税の納税証明書 

カ 委託見積書（様式５号） 

キ メニュー表（常食１週間分） 

 

（４）提出方法 持参又は書留郵便とする 

（５）提出書類の取扱い 

ア 提出された全ての書類は返却しない 

イ 提出されたすべての書類は、本プロポーザルの目的以外に使用しない 

（６）提出先 

 〒０４５－００２４ 北海道岩内郡岩内町字野束２１０番地 担当者 田中 

 電 話 ０１３５－６２－９７０１ ＦＡＸ ０１３５－６２－４０１１ 

 

５．企画提案書 

（１）企画提案書の作成にあたっては、仕様書を参照し、下記項目の順序、構成で作成す 

ること。また、企画提案書の表現については、専門的な知識を有しない者でも理解で

きるよう、わかりやすいものとすること。 

  ① 事業者の業務実績について（様式 6） 

過去３年以内の福祉施設における給食業務に関わる実績を記載すること。 

② 業務運営について（様式 7～13） 

ア 施設給食に対する基本的な考え方と施設との連携体制について 

イ 調理業務実施体制（人員確保等）や職員研修について 

ウ 食材の調達方法と安全性の確保について 

エ 安全衛生管理に関する具体的な考え方について 

オ 危機管理に対する具体的な考え方について 

カ 災害発生時、感染症発生時の具体的な方策と体制について 

③ 給食調理業務運用の実施方法について（様式 14～15） 

ア 利用者満足度を高めるための方策について （季節行事食の回数や内容、その

他利用者満足度を高めるための具体的な取組み） 

イ 個別対応について （利用者の食欲不振時の対応、食物アレルギーや禁止食に

ついての考え方と対応、利用者の健康保持のための提案） 

④ 委託管理費見積額について（様式 5） 

    １年間の委託管理費を消費税抜きの額で記載すること。また、その内訳を記載す

ること。 

 

（２）留意事項 

   ア 企画提案書はＡ４版縦、左上箇所綴じの印刷物とする 

   イ 企画提案書は、１社につき１提案とする 



 

６．質問及び回答 

質問がある場合には、以下の方法にて行うこと。 

（１）質問方法 必ず電子メールにより提出すること。 

電子メールアドレス：iwanaiakebono@iris.ocn.ne.jp 

（２）質問受付期限 令和元年１０月２０日（金） 午後４時まで 

（３）質問の回答方法 

送信を希望するメールアドレスに電子メールで順次回答する。ただし、質問の

内容によってはプロポーザル方式による事業者選定に公平を保てない場合には

回答しない、又は全参加者へ回答することがある。  

 

７．審査方法 

参加資格要件確認（書類審査）の後、審査を行う。参加資格要件を満たす者に対し１

１月上旬を提案日として指定し、企画提案書の内容を聞き取り、審査を行う。 

プロポーザル参加者は、提案日に企画提案書を提出し、内容について説明を行うもの

とする。 

審査の結果、最も評価点数の高い業者を候補業者として選定する。なお、選定した業

者が採用の辞退及びその他の理由で契約できない場合は、次点者を委託候補業者とす

る。 

 

８．審査 

（１）選考方法 

 社会福祉法人あけぼの福祉会で定めた評価基準に基づき、検討委員により、企画

提案書等の内容を審査する。但し、各評価項目の点数等は公開しないものとする。 

（２）評価基準 

①評価の前提条件 

同種の施設給食業務受託の実績があり、調理技術、安全衛生管理等の教育を積

極的に行っている意欲的な業者で、かつ、福祉施設への食事提供意義や目的を理

解し、社員教育を徹底していること。また、栄養士及び調理員を安定的に雇用し

ており、かつ、経営状態等も安定していること。 

②評価基準 

・給食に関する取り組み 

安全な食材を調達し、安全に調理、保存し、いつでも安全で美味しい給食

を提供するために努力していること。 

社会福祉法人あけぼの福祉会の運営全般に協力的であり、給食調理業務

を通じてサービスの向上や改善に向けての提案や取り組みに積極的である

こと。 

常に品質向上の努力をし、安全で美味しく、入所者、利用者に喜ばれる特

色ある給食の提供に積極的に努力していること。 

・安全衛生管理 

「大量調理施設衛生マニュアル」（平成９年３月厚生労働省通知）等に基



づいた独自の衛生管理マニュアルを確立し、これに基づき給食業務を実施

していること。 

給食業務職員に対して、食品の安全衛生管理に関する教育が徹底されて

いること。 

安全、衛生及び調理技術に関する資質向上のため、行政機関等が主催する

研修に業務職員を参加させていること。 

給食業務職員の健康管理（定期的な診断、検便等）が確実に実施されてい

ること。 

・業務遂行能力 

仕様書に基づき、業務を継続して安定的に遂行できること。 

仕様書に基づき、業務を継続して安定的に遂行できる有資格者の配置と

人員体制が確保されていること。福祉施設の給食業務を理解し、食事の準備

や配膳、片づけに適切な配慮がなされるよう職員教育されていること。 

災害発生時等の体制及び危機管理体制が十分に整っていること。 

・見積金額 

総額が予算の範囲内であり、かつ価格に優位性があること。 

（総合評価のため、必ずしも最低見積価格をもって候補者選定するもの

ではない。） 

 

９．審査結果の通知 

審査結果は、後日参加者全員に文書にて通知する。但し、各評価項目の点数等は公開

しないものとする。また、結果に対する異議は受け入れない。 

 

１０．その他 

本プロポーザルに要する費用は全て各提案者の負担とする。 


